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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体に挿入される挿入部の先端に設けられており、樹脂で形成される本体と金属で形
成されるハウジングとを有し、前記本体には、外周から内部に延伸するように第１の溝部
及び第２の溝部が形成されており、前記ハウジングには、前記第１の溝部と前記第２の溝
部とを連通するように貫通孔が形成されている先端硬性部と、
　前記第１の溝部に配置され、前記貫通孔が延伸する方向に沿って嵌入溝が形成されてい
る鉗子起上台と、
　前記第２の溝部から前記貫通孔を介して前記第１の溝部に延伸する柱状部を有し、前記
柱状部の片側には前記嵌入溝に嵌入される嵌入部が形成されており、前記柱状部の前記嵌
入部と反対側には鉗子操作ワイヤと接続される接続部が形成されているアーム部と、
　前記アーム部の前記柱状部の外周に配置されており、前記アーム部の前記柱状部の外周
面と前記ハウジングの前記貫通孔を形成する内周面との間に形成されている第１の隙間、
及び前記アーム部の前記柱状部の外周面と前記鉗子起上台の前記嵌入溝を形成する内周面
との間に形成されている第２の隙間を水密に封止するシール部と、
　を備えることを特徴とする内視鏡。
【請求項２】
　前記柱状部には、前記シール部が嵌まる凹部が形成されていることを特徴とする請求項
１に記載の内視鏡。
【請求項３】
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　前記鉗子起上台には、内部で前記嵌入溝と連通するネジ穴が形成されており、前記ネジ
穴にネジを螺合して、前記ネジが前記嵌入部を押圧し、前記嵌入部と前記嵌入溝との相対
回転が防止されていることを特徴とする請求項１又は２に記載の内視鏡。
【請求項４】
　前記嵌入部及び前記嵌入溝には、前記貫通孔が延伸する方向に沿って、互いに対向する
一対の切欠部が形成されており、
　前記一対の切欠部の間には回転防止部材が挿入されていることを特徴とする請求項１又
は２に記載の内視鏡。
【請求項５】
　前記シール部は、前記貫通孔が延伸する方向に沿って厚さが異なることを特徴とする請
求項１～４のいずれか１つに記載の内視鏡。
【請求項６】
　前記シール部は、前記第１の隙間と前記第２の隙間とを一体的に水密に封止することを
特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項７】
　前記鉗子起上台には、鉗子起上台蓋が取り付けられていることを特徴とする請求項１に
記載の内視鏡。
【請求項８】
　前記柱状部には、リークテスト用の孔が形成されていることを特徴とする請求項１に記
載の内視鏡。
【請求項９】
　前記アーム部を回転可能に支持する軸孔を有する軸受を備えることを特徴とする請求項
１に記載の内視鏡。
【請求項１０】
　前記嵌入部は、前記第１の溝部に配置されている前記鉗子起上台の前記嵌入溝に対して
、前記第２の溝部から前記第１の溝部に向かって前記貫通孔を介して嵌入されていること
を特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、被検体内に挿入されて被検部位の観察等を行う内視鏡が知られており、医療分野
等で広く利用されている。近年の内視鏡には、被検体内の処置を行なう鉗子等の処置具を
患部へ向けるための起上機構を備えたものがある。
【０００３】
　ところで、内視鏡は、感染症の伝播を予防するため、使用後に十分に洗浄する必要があ
る。内視鏡の洗浄性をよくするためには、各部材間の隙間を水密に封止することが好まし
い。例えば、特許文献１には、回転軸の外周をＯリングで水密に封止した内視鏡が開示さ
れている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平１１－１５１２０２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、内視鏡において、回転軸と処置具起上台との隙間も水密に封止されてい
ることが好ましい。この隙間を接着剤で埋めることも考えられるが、構成が複雑になるこ
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とにより組立の手間が増える、コストが増加する、さらには接着剤の付け方により歩留ま
りが悪くなるなどの課題があった。
【０００６】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、簡易な構成であり、かつ洗浄性が良好
な内視鏡を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明の一態様に係る内視鏡は、被検
体に挿入される挿入部の先端に設けられており、外周から内部に延伸するように第１の溝
部及び第２の溝部が形成されており、前記第１の溝部と前記第２の溝部とを連通するよう
に貫通孔が形成されている先端硬性部と、前記第１の溝部に配置され、前記貫通孔が延伸
する方向に沿って嵌入溝が形成されている鉗子起上台と、前記第２の溝部から前記貫通孔
を介して前記第１の溝部に延伸する柱状部を有し、前記柱状部の片側には前記嵌入溝に嵌
入される嵌入部が形成されており、前記柱状部の前記嵌入部と反対側には鉗子操作ワイヤ
と接続される接続部が形成されているアーム部と、前記アーム部の前記柱状部の外周に配
置されており、前記アーム部の前記柱状部の外周面と前記先端硬性部の前記貫通孔を形成
する内周面との間に形成されている第１の隙間、及び前記アーム部の前記柱状部の外周面
と前記鉗子起上台の前記嵌入溝を形成する内周面との間に形成されている第２の隙間を一
体的に水密に封止するシール部と、を備えることを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明の一態様に係る内視鏡は、前記柱状部には、前記シール部が嵌まる凹部が
形成されていることを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明の一態様に係る内視鏡は、前記嵌入部の外周形状と前記嵌入溝の内周形状
とが一致するように形成されており、前記嵌入部と前記嵌入溝との相対回転が防止されて
いることを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明の一態様に係る内視鏡は、前記鉗子起上台には、内部で前記嵌入溝と連通
するネジ穴が形成されており、前記ネジ穴にネジを螺合して、前記ネジが前記嵌入部を押
圧し、前記嵌入部と前記嵌入溝との相対回転が防止されていることを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明の一態様に係る内視鏡は、前記嵌入部及び前記嵌入溝には、前記貫通孔が
延伸する方向に沿って、互いに対向する一対の切欠部が形成されており、前記一対の切欠
部の間には回転防止部材が挿入されていることを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明の一態様に係る内視鏡は、前記シール部は、前記貫通孔が延伸する方向に
沿って厚さが異なることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、簡易な構成であり、かつ洗浄性が良好な内視鏡を実現することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】図１は、本発明の実施の形態に係る内視鏡の構成を示す模式図である。
【図２】図２は、図１に示す内視鏡の先端部の模式的な部分断面図である。
【図３】図３は、図２のＡ１－Ａ１線に対応する部分断面図である。
【図４】図４は、図２のＡ２－Ａ２線に対応する部分断面図である。
【図５】図５は、図２のＡ３－Ａ３線に対応する部分断面図である。
【図６】図６は、実施の形態の変形例１に係る内視鏡の先端部の模式的な部分断面図であ
る。
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【図７】図７は、図６のＢ－Ｂ線に対応する部分断面図である。
【図８】図８は、実施の形態の変形例２に係る内視鏡の先端部の模式的な部分断面図であ
る。
【図９】図９は、図８のＣ－Ｃ線に対応する部分断面図である。
【図１０】図１０は、実施の形態の変形例３に係る内視鏡の先端部の模式的な部分断面図
である。
【図１１】図１１は、実施の形態の変形例４に係る内視鏡の先端部の模式的な部分断面図
である。
【図１２】図１２は、実施の形態の他の一例を表す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下に、図面を参照して本発明に係る内視鏡の実施の形態を説明する。なお、これらの
実施の形態により本発明が限定されるものではない。本発明は、被検体内の処置を行なう
ための鉗子等の処置具を用いる内視鏡一般に適用することができる。
【００１６】
　また、図面の記載において、同一又は対応する要素には適宜同一の符号を付している。
また、図面は模式的なものであり、各要素の寸法の関係、各要素の比率などは、現実と異
なる場合があることに留意する必要がある。図面の相互間においても、互いの寸法の関係
や比率が異なる部分が含まれている場合がある。
【００１７】
（実施の形態）
　図１は、本発明の実施の形態に係る内視鏡の構成を示す模式図である。内視鏡１は、先
端に撮像部が配設され、被検体内に挿入される挿入部２と、この挿入部２の基端側に連設
された操作部３と、この操作部３の側部から延出するユニバーサルコード４と、ユニバー
サルコード４に連設され、内視鏡１を制御する観察装置及び内視鏡１に照明光を供給する
ための光源装置等と接続されるコネクタ部５とを備える。なお、本明細書において、図１
に示すように、内視鏡の長手方向であって挿入部２を挿入する方向を「挿入方向」とし、
挿入方向の先端側（図１の上方）を「先端側」、基端側（図１の下方）を「基端側」とす
る。
【００１８】
　挿入部２は、先端側から順に、先端部２ａと、操作部３の操作に応じて湾曲自在に構成
された湾曲部２ｂと、可撓性を有する可撓管部２ｃと、を有する。可撓管部２ｃの基端は
、操作部３の先端側に連設されている。
【００１９】
　操作部３には、処置具である鉗子針等を被検体内へと挿入するための鉗子挿入口３ａが
設けられている。挿入部２の内部には鉗子挿通路が設けられており、鉗子挿入口３ａは、
鉗子挿通路の挿入口になっている。また、操作部３は、後述する回転軸を回転させる操作
を受け付ける。
【００２０】
　図２は、図１に示す内視鏡の先端部の模式的な部分断面図である。図２は、挿入方向に
直交する断面を表す。図２に示すように、先端部２ａは、先端部２ａの先端に配設された
先端硬性部１１０と、先端硬性部１１０から突出した鉗子を起上させる鉗子起上台１２０
と、鉗子起上台１２０と一体回転可能に嵌合されたアーム部１３０と、先端硬性部１１０
及び鉗子起上台１２０とアーム部１３０との間の隙間をそれぞれ水密に封止するシール部
１４０と、鉗子起上台１２０に接着された鉗子起上台蓋１５０と、アーム部１３０を回転
可能に支持する軸受１６０と、アーム部１３０に接続された鉗子操作ワイヤ１７０と、ア
ーム部１３０のシール部１４０より鉗子操作ワイヤ１７０側を接着剤等により水密に封止
する蓋１９０と、この蓋１９０側から先端硬性部１１０の内部への接着剤等の流れ込みを
防止するカバー１８０と、を備える。
【００２１】
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　先端硬性部１１０は、例えば樹脂で形成される本体１１１と例えば金属で形成されるハ
ウジング１１２と、を有する。なお、本体１１１及びハウジング１１２の材質はそれぞれ
樹脂、金属に限定されるものではなく、本体１１１を金属、ハウジング１１２をセラミッ
クとしてもよい。更に、本体１１１とハウジング１１２とをともに金属として一体に形成
してもよい。本体１１１には、外周から内部に互いに向かって、互いが延伸する方向が直
交するように延伸する第１の溝部１１１ａ及び第２の溝部１１１ｂが形成されている。さ
らに、本体１１１の第２の溝部１１１ｂの底部には、開口部１１１ｃが形成されている。
ハウジング１１２は、本体１１１の開口部１１１ｃの内側に接着等により固定されている
。ハウジング１１２には、第１の溝部１１１ａの側面と第２の溝部１１１ｂの底面とを連
通するように貫通孔１１２ａが形成されている。
【００２２】
　鉗子起上台１２０は、第１の溝部１１１ａに収容されるように配置されている。鉗子起
上台１２０には、貫通孔１１２ａが延伸する方向に沿って嵌入溝１２０ａが形成されてい
る。
【００２３】
　アーム部１３０は、第１部材１３１と、第２部材１３２と、を有する。第１部材１３１
は、回転軸Ａｘに沿って延伸する柱状部材である。第１部材１３１の片側に位置する軸部
１３１ａは、軸受１６０に形成された軸孔１６０ａに回転可能に支持されている。第２部
材１３２は、第１部材１３１の中央部の外周を覆うように配置されており、第１部材１３
１に接着等により固定されている。第２部材１３２は、第２の溝部１１１ｂから貫通孔１
１２ａを介して第１の溝部１１１ａに延伸する柱状部１３２ａを有する。第２部材１３２
の柱状部１３２ａの片側（第１の溝部１１１ａ側）には、鉗子起上台１２０の嵌入溝１２
０ａに嵌入される嵌入部１３２ｂが形成されている。図３は、図２のＡ１－Ａ１線に対応
する部分断面図である。図３に示すように、嵌入部１３２ｂの外周形状と嵌入溝１２０ａ
の内周形状とは、円周の一部を切欠いたＤカット状の形状であり、互いに一致するように
形成されている。その結果、嵌入部１３２ｂと嵌入溝１２０ａとの相対回転が防止されて
いる。なお、嵌入部１３２ｂと嵌入溝１２０ａとの相対回転が防止されていれば、嵌入部
１３２ｂの外周形状と嵌入溝１２０ａの内周形状とは、完全に一致していなくてもよい。
第２部材１３２の柱状部１３２ａの嵌入部１３２ｂと反対側（第２の溝部１１１ｂ側）に
は鉗子操作ワイヤ１７０と接続される接続部１３２ｃが形成されている。その結果、操作
部３に操作が入力され、鉗子操作ワイヤ１７０が基端側に引っ張られると、アーム部１３
０と鉗子起上台１２０とが一体回転し、先端硬性部１１０から突出した鉗子を起上させる
ことができる。第２部材１３２の柱状部１３２ａには、シール部１４０が嵌まる凹部１３
２ｄが形成されている。
【００２４】
　シール部１４０は、シリコーン等の弾性を有する材料からなり、アーム部１３０（第２
部材１３２）の柱状部１３２ａの外周に配置されている。図４は、図２のＡ２－Ａ２線に
対応する部分断面図である。図４に示すように、シール部１４０は、アーム部１３０の柱
状部１３２ａの外周面である凹部１３２ｄの底面１３２ｄａと先端硬性部１１０（ハウジ
ング１１２）の貫通孔１１２ａを形成する内周面１１２ａａとの間に形成されている第１
の隙間Ｇ１（図２参照）を水密に封止する。図５は、図２のＡ３－Ａ３線に対応する部分
断面図である。図５に示すように、シール部１４０は、アーム部１３０の柱状部１３２ａ
の外周面である凹部１３２ｄの底面１３２ｄａと鉗子起上台１２０の嵌入溝１２０ａを形
成する内周面１２０ａａとの間に形成されている第２の隙間Ｇ２（図２参照）を水密に封
止する。
【００２５】
　以上説明したように、実施の形態によれば、シール部１４０が第１の隙間Ｇ１及び第２
の隙間Ｇ２を一体的に水密に封止するので、第１の隙間Ｇ１と第２の隙間Ｇ２とを２つの
部材でそれぞれ水密に封止する場合に比べて、組立工程を減らすことができる。従って、
実施の形態に係る内視鏡１は、簡易な構成であり、かつ洗浄性が良好な内視鏡である。
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【００２６】
（変形例１）
　図６は、実施の形態の変形例１に係る内視鏡の先端部の模式的な部分断面図である。実
施の形態の変形例１に係る内視鏡は、先端部２０２ａの一部の構成を除いて実施の形態と
同様の構成であるので適宜説明を省略する。
【００２７】
　鉗子起上台２２０には、貫通孔１１２ａが延伸する方向に沿って嵌入溝２２０ａが形成
されている。図７は、図６のＢ－Ｂ線に対応する部分断面図である。図７に示すように、
鉗子起上台２２０には、内部で嵌入溝２２０ａと連通するネジ穴２２０ｂが形成されてお
り、ネジ穴２２０ｂにネジ２２１を螺合して、ネジ２２１が後述するアーム部２３０の嵌
入部２３０ｂを押圧する。その結果、嵌入部２３０ｂと嵌入溝２２０ａとの相対回転が防
止されている。さらに、ネジ穴２２０ｂは、ネジ２２１の緩みを防止する緩み止め２２２
で封止されている。
【００２８】
　図６に戻り、先端部２０２ａのアーム部２３０は、実施の形態と異なり１つの部材で構
成されている。アーム部２３０は、第２の溝部１１１ｂから貫通孔１１２ａを介して第１
の溝部１１１ａに延伸する柱状部２３０ａを有する。柱状部２３０ａの片側（第１の溝部
１１１ａ側）には、鉗子起上台２２０の嵌入溝２２０ａに嵌入される嵌入部２３０ｂが形
成されている。嵌入部２３０ｂは、図７に示すように、円周の一部を切欠いたＤカット状
の形状である。柱状部２３０ａの嵌入部２３０ｂと反対側（第２の溝部１１１ｂ側）には
、軸受１６０に形成された軸孔１６０ａに回転可能に支持される軸部２３０ｃと、鉗子操
作ワイヤ１７０と接続される接続部２３０ｄと、が形成されている。柱状部２３０ａの内
部には、リークテスト用の孔２３０ｅが形成されている。柱状部２３０ａには、シール部
１４０が嵌まる凹部２３０ｆが形成されている。
【００２９】
　シール部１４０は、アーム部２３０の柱状部２３０ａの外周面である凹部２３０ｆの底
面２３０ｆａと先端硬性部１１０（ハウジング１１２）の貫通孔１１２ａを形成する内周
面１１２ａａとの間に形成されている第１の隙間Ｇ２１を水密に封止する。シール部１４
０は、アーム部２３０の柱状部２３０ａの外周面である凹部２３０ｆの底面２３０ｆａと
鉗子起上台２２０の嵌入溝２２０ａを形成する内周面２２０ａａとの間に形成されている
第２の隙間Ｇ２２を水密に封止する。
【００３０】
　以上説明したように、変形例１によれば、シール部１４０が第１の隙間Ｇ２１及び第２
の隙間Ｇ２２を一体的に水密に封止するので、第１の隙間Ｇ２１と第２の隙間Ｇ２２とを
２つの部材でそれぞれ水密に封止する場合に比べて、組立工程を減らすことができる。従
って、実施の形態に係る内視鏡１は、簡易な構成であり、かつ洗浄性が良好な内視鏡であ
る。
【００３１】
（変形例２）
　図８は、実施の形態の変形例２に係る内視鏡の先端部の模式的な部分断面図である。実
施の形態の変形例２に係る内視鏡は、先端部３０２ａの一部の構成を除いて実施の形態と
同様の構成であるので適宜説明を省略する。
【００３２】
　鉗子起上台３２０には、貫通孔１１２ａが延伸する方向に沿って嵌入溝３２０ａが形成
されている。図９は、図８のＣ－Ｃ線に対応する部分断面図である。図９に示すように、
鉗子起上台３２０には、貫通孔１１２ａが延伸する方向に沿って切欠部３２０ｂが形成さ
れている。
【００３３】
　図８に戻り、先端部３０２ａのアーム部３３０は、実施の形態と異なり１つの部材で構
成されている。アーム部３３０は、第２の溝部１１１ｂから貫通孔１１２ａを介して第１
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の溝部１１１ａに延伸する柱状部３３０ａを有する。柱状部３３０ａの片側（第１の溝部
１１１ａ側）には、鉗子起上台３２０の嵌入溝３２０ａに嵌入される嵌入部３３０ｂが形
成されている。嵌入部３３０ｂは、図９に示すように、貫通孔１１２ａが延伸する方向に
沿って切欠部３３０ｂａが形成されている。柱状部３３０ａの嵌入部３３０ｂと反対側（
第２の溝部１１１ｂ側）には、軸受１６０に形成された軸孔１６０ａに回転可能に支持さ
れる軸部３３０ｃと、鉗子操作ワイヤ１７０と接続される接続部３３０ｄと、が形成され
ている。柱状部３３０ａの内部には、リークテスト用の孔３３０ｅが形成されている。柱
状部３３０ａには、シール部１４０が嵌まる凹部３３０ｆが形成されている。
【００３４】
　図９に示すように、互いに対向するように形成されている一対の切欠部３２０ｂと切欠
部３３０ｂａとの間には、回転防止部材３２５が挿入されている。その結果、嵌入部３３
０ｂと嵌入溝３２０ａとの相対回転が防止されている。
【００３５】
　シール部１４０は、アーム部３３０の柱状部３３０ａの外周面である凹部３３０ｆの底
面３３０ｆａと先端硬性部１１０（ハウジング１１２）の貫通孔１１２ａを形成する内周
面１１２ａａとの間に形成されている第１の隙間Ｇ３１を水密に封止する。シール部１４
０は、アーム部３３０の柱状部３３０ａの外周面である凹部３３０ｆの底面３３０ｆａと
鉗子起上台３２０の嵌入溝３２０ａを形成する内周面３２０ａａとの間に形成されている
第２の隙間Ｇ３２を水密に封止する。
【００３６】
　以上説明したように、変形例２によれば、シール部１４０が第１の隙間Ｇ３１及び第２
の隙間Ｇ３２を一体的に水密に封止するので、第１の隙間Ｇ３１と第２の隙間Ｇ３２とを
２つの部材でそれぞれ水密に封止する場合に比べて、組立工程を減らすことができる。従
って、実施の形態に係る内視鏡１は、簡易な構成であり、かつ洗浄性が良好な内視鏡であ
る。
【００３７】
（変形例３）
　図１０は、実施の形態の変形例３に係る内視鏡の先端部の模式的な部分断面図である。
実施の形態の変形例３に係る内視鏡は、先端部４０２ａの一部の構成を除いて実施の形態
と同様の構成であるので適宜説明を省略する。
【００３８】
　先端部４０２ａにおいて、アーム部１３０の柱状部１３２ａと先端硬性部１１０（ハウ
ジング１１２）の貫通孔１１２ａとの間に形成されている第１の隙間Ｇ４１は、アーム部
１３０の柱状部１３２ａと鉗子起上台１２０の嵌入溝１２０ａとの間に形成されている第
２の隙間Ｇ４２より、回転軸Ａｘに直交する面内の各方向の幅が大きい。
【００３９】
　シール部４４０は、一端が他端に対して厚くなるように形成されており、幅の異なる第
１の隙間Ｇ４１と第２の隙間Ｇ４２とを同時に水密に封止する。
【００４０】
　以上説明したように、変形例３によれば、シール部４４０が第１の隙間Ｇ４１及び第２
の隙間Ｇ４２を一体的に水密に封止するので、第１の隙間Ｇ４１と第２の隙間Ｇ４２とを
２つの部材でそれぞれ水密に封止する場合に比べて、組立工程を減らすことができる。従
って、実施の形態に係る内視鏡１は、簡易な構成であり、かつ洗浄性が良好な内視鏡であ
る。
【００４１】
　変形例３の構成では、シール部４４０の鉗子起上台１２０側を薄くすることにより、鉗
子起上台１２０の動作時にシール部４４０が変形して、先端硬性部１１０側の水密が保た
れなくなることを、より確実に防止することができる。
【００４２】
（変形例４）
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　図１１は、実施の形態の変形例４に係る内視鏡の先端部の模式的な部分断面図である。
実施の形態の変形例４に係る内視鏡は、先端部５０２ａの一部の構成を除いて実施の形態
と同様の構成であるので適宜説明を省略する。
【００４３】
　先端部５０２ａにおいて、アーム部５３０の柱状部５３２ａと先端硬性部１１０（ハウ
ジング１１２）の貫通孔１１２ａとの間に形成されている第１の隙間Ｇ５１は、アーム部
５３０の柱状部５３２ａと鉗子起上台１２０の嵌入溝１２０ａとの間に形成されている第
２の隙間Ｇ５２より、回転軸Ａｘに直交する面内の各方向の幅が大きい。
【００４４】
　アーム部５３０は、第１部材１３１と、第２部材５３２と、を有する。第２部材５３２
は、第１部材１３１の中央部の外周を覆うように配置されており、第１部材１３１に接着
等により固定されている。第２部材５３２は、第２の溝部１１１ｂから貫通孔１１２ａを
介して第１の溝部１１１ａに延伸する柱状部５３２ａを有する。第２部材５３２の柱状部
５３２ａの片側（第１の溝部１１１ａ側）には、鉗子起上台１２０の嵌入溝１２０ａに嵌
入される嵌入部５３２ｂが形成されている。第２部材５３２の柱状部５３２ａの嵌入部５
３２ｂと反対側（第２の溝部１１１ｂ側）には鉗子操作ワイヤ１７０と接続される接続部
５３２ｃが形成されている。第２部材５３２の柱状部５３２ａには、シール部５４０が嵌
まる第１凹部５３２ｄ及び第２凹部５３２ｅが形成されている。
【００４５】
　シール部５４０は、第１凹部５３２ｄに嵌まる第１シール部５４１と第２凹部５３２ｅ
に嵌まる第２シール部５４２とからなる。このように、シール部５４０は別体として構成
されていてもよい。
【００４６】
　なお、上述した実施の形態では、柱状部に凹部が形成されており、柱状部の凹部にシー
ル部が嵌まる構成について説明したが、これに限られない。図１２は、実施の形態の他の
一例を表す図である。図１２に示すように、鉗子起上台１２０及び先端硬性部１１０（ハ
ウジング１１２）側に凹部が形成されており、鉗子起上台１２０及び先端硬性部１１０の
凹部にシール部１４０が嵌まる構成であってもよい。
【００４７】
　さらなる効果や変形例は、当業者によって容易に導き出すことができる。よって、本発
明のより広範な態様は、以上のように表わしかつ記述した特定の詳細及び代表的な実施形
態に限定されるものではない。従って、添付のクレーム及びその均等物によって定義され
る総括的な発明の概念の精神又は範囲から逸脱することなく、様々な変更が可能である。
【符号の説明】
【００４８】
　１　内視鏡
　２　挿入部
　２ａ、２０２ａ、３０２ａ、４０２ａ、５０２ａ　先端部
　２ｂ　湾曲部
　２ｃ　可撓管部
　３　操作部
　３ａ　鉗子挿入口
　４　ユニバーサルコード
　５　コネクタ部
　１１０　先端硬性部
　１１１　本体
　１１１ａ　第１の溝部
　１１１ｂ　第２の溝部
　１１１ｃ　開口部
　１１２　ハウジング
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　１１２ａ　貫通孔
　１１２ａａ、１２０ａａ、２２０ａａ、３２０ａａ　内周面
　１２０、２２０、３２０　鉗子起上台
　１２０ａ、２２０ａ、３２０ａ　嵌入溝
　１３０、２３０、３３０、５３０　アーム部
　１３１　第１部材
　１３１ａ、２３０ｃ、３３０ｃ　軸部
　１３２、５３２　第２部材
　１３２ａ、２３０ａ、３３０ａ、５３２ａ　柱状部
　１３２ｂ、２３０ｂ、３３０ｂ、５３２ｂ　嵌入部
　１３２ｃ、２３０ｄ、３３０ｄ、５３２ｃ　接続部
　１３２ｄ、２３０ｆ、３３０ｆ　凹部
　１３２ｄａ、２３０ｆａ、３３０ｆａ　底面
　１４０、４４０、５４０　シール部
　１５０　鉗子起上台蓋
　１６０　軸受
　１６０ａ　軸孔
　１７０　鉗子操作ワイヤ
　１８０　カバー
　１９０　蓋
　２２０ｂ　ネジ穴
　２２１　ネジ
　２２２　緩み止め
　２３０ｅ、３３０ｅ　孔
　３２０ｂ、３３０ｂａ　切欠部
　３２５　回転防止部材
　５３２ｄ　第１凹部
　５３２ｅ　第２凹部
　５４１　第１シール部
　５４２　第２シール部
　Ａｘ　回転軸
　Ｇ１、Ｇ２１、Ｇ３１、Ｇ４１、Ｇ５１　第１の隙間
　Ｇ２、Ｇ２２、Ｇ３２、Ｇ４２、Ｇ５２　第２の隙間
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